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初雁の里・初雁の里・初雁の里・初雁の里・川越川越川越川越

国連生物多様性の
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日本委員会・認定

日本委員会・認定日本委員会・認定

日本委員会・認定連携事業

連携事業連携事業

連携事業

愛知目標の達成をめざす、

愛知目標の達成をめざす、愛知目標の達成をめざす、

愛知目標の達成をめざす、

にじゅ

にじゅにじゅ

にじゅうまるプロジェクトにも参加

うまるプロジェクトにも参加うまるプロジェクトにも参加

うまるプロジェクトにも参加

第2回田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト全国大会in川越 （ウエスタ川越 2017/02/18

ラムサール・ネットワーク日本 /日本雁を保護する会

呉地 正行

特急 はつかり号（JR東北本線）

新幹線開通で絶滅 はつかり号で川越へ！！

初雁の杉
川越初雁マップ

三芳野神社三芳野神社三芳野神社三芳野神社

川越城の七不思議
初雁の杉
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三芳野天神社麁絵図に描かれた初雁の杉
（明治20年作成、氷川神社所蔵）
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三芳野天神社

麁絵図に描かれた

初雁の杉
（明治20年作成、氷川神社所蔵）

川越市の鳥・雁（かり）
1992年指定

川越市役所

雁よ再び伊佐沼へ（1990年、川越で開催）

共共共共 催：日本雁を保護する会、埼玉県生態系保護協会催：日本雁を保護する会、埼玉県生態系保護協会催：日本雁を保護する会、埼玉県生態系保護協会催：日本雁を保護する会、埼玉県生態系保護協会

1羽のマガンが羽のマガンが羽のマガンが羽のマガンが伊佐伊佐伊佐伊佐
沼沼沼沼にやってきた！にやってきた！にやってきた！にやってきた！
（2016年11月12日午前中）

「マガンが上空を旋回しながら

通過」（とぼとぼたまごろう）

夢
よ
も
一

度
戻
って

お
い
で
よ

小
江

戸
（
川

越
）
の
空

に
翔

（
と
）
ぶ
雁
（
か
り
）
よ

雁雁雁雁よよよよ再び、初雁の里・川越へ再び、初雁の里・川越へ再び、初雁の里・川越へ再び、初雁の里・川越へ

隅田八景白髭の落雁

雁が選ぶ豊かな田んぼ
と

雁のいる風景
を

初雁の里・川越に取り戻そう

1990年：「雁年：「雁年：「雁年：「雁よよよよ再び関東へ」川越で開催再び関東へ」川越で開催再び関東へ」川越で開催再び関東へ」川越で開催
（日本雁を保護する会、埼玉県生態系保護協会共催）

・ガンの生息地拡大が主な目的ガンの生息地拡大が主な目的ガンの生息地拡大が主な目的ガンの生息地拡大が主な目的

2017年：田んぼ年：田んぼ年：田んぼ年：田んぼ10年全国大会年全国大会年全国大会年全国大会 in 川越川越川越川越
（ラムサール・ネットワーク日本、かわごえ里山 イニシ

アティブ主催）

・雁と共生した農業への道雁と共生した農業への道雁と共生した農業への道雁と共生した農業への道づくりづくりづくりづくり

川越初雁マップ
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川越初雁マップ 川越初雁尽くし

川越初雁尽くし 川越初雁尽くし

幼稚園（初雁幼稚園）から老人ホーム（はつかりの里）まで

川越高等学校校章

（3羽の雁）

川越・初雁尽くし（「初雁」関連建物、団体、企業など）
（日本雁を保護する会調べ）

No.

名称

名称名称

名称

業種

業種業種

業種

分類

分類分類

分類 所在地

所在地所在地

所在地

No.

名称

名称名称

名称

業種

業種業種

業種

分類

分類分類

分類 所在地

所在地所在地

所在地

1

初雁硝子店

初雁硝子店初雁硝子店

初雁硝子店

1

川越市

川越市川越市

川越市

26

初雁幼稚園

初雁幼稚園初雁幼稚園

初雁幼稚園

12

川越市

川越市川越市

川越市

2

初雁興業

初雁興業初雁興業

初雁興業

（

（（

（

株

株株

株

）

））

）

1

川越市

川越市川越市

川越市

27

川越市立初雁中学校

川越市立初雁中学校川越市立初雁中学校

川越市立初雁中学校

12

川越市

川越市川越市

川越市

3

初雁装飾興業

初雁装飾興業初雁装飾興業

初雁装飾興業

（

（（

（

株

株株

株

）

））

）

1

川越市

川越市川越市

川越市

28

県立川越初雁高等学校

県立川越初雁高等学校県立川越初雁高等学校

県立川越初雁高等学校

12

川越市

川越市川越市

川越市

4

はつかり醤油（松本醤油商店）

はつかり醤油（松本醤油商店）はつかり醤油（松本醤油商店）

はつかり醤油（松本醤油商店）

1

川越市

川越市川越市

川越市

29

初雁福祉作業所

初雁福祉作業所初雁福祉作業所

初雁福祉作業所

12

川越市

川越市川越市

川越市

5

初雁管工興業

初雁管工興業初雁管工興業

初雁管工興業

（

（（

（

株

株株

株

）

））

）

1

川越市

川越市川越市

川越市

30

初雁あみのも店

初雁あみのも店初雁あみのも店

初雁あみのも店

12

川越市

川越市川越市

川越市

6

初雁化成工業所

初雁化成工業所初雁化成工業所

初雁化成工業所

1

川越市

川越市川越市

川越市

31

初雁学院服飾専修学校

初雁学院服飾専修学校初雁学院服飾専修学校

初雁学院服飾専修学校

12

川越市

川越市川越市

川越市

7

初雁紙器

初雁紙器初雁紙器

初雁紙器

1

川越市

川越市川越市

川越市

32

初雁スポーツ

初雁スポーツ初雁スポーツ

初雁スポーツ

13

川越市

川越市川越市

川越市

8

初雁製作所

初雁製作所初雁製作所

初雁製作所

1

川越市

川越市川越市

川越市

33

小江戸はつかり温泉

小江戸はつかり温泉小江戸はつかり温泉

小江戸はつかり温泉

13

川越市

川越市川越市

川越市

9

初雁鋳工所

初雁鋳工所初雁鋳工所

初雁鋳工所

1

川越市

川越市川越市

川越市

34

初雁クリニック

初雁クリニック初雁クリニック

初雁クリニック

13

川越市

川越市川越市

川越市

10

初雁フェンス工業

初雁フェンス工業初雁フェンス工業

初雁フェンス工業

1

川越市

川越市川越市

川越市

35

初かり亭

初かり亭初かり亭

初かり亭

14

川越市

川越市川越市

川越市

11

初雁物産

初雁物産初雁物産

初雁物産

1

川越市

川越市川越市

川越市

36

初雁公園野球場

初雁公園野球場初雁公園野球場

初雁公園野球場

14

川越市

川越市川越市

川越市

12

初雁開発

初雁開発初雁開発

初雁開発

（

（（

（

株

株株

株

）

））

）

3

川越市

川越市川越市

川越市

37

初雁の杉

初雁の杉初雁の杉

初雁の杉

14

川越市

川越市川越市

川越市

13

初雁衛材

初雁衛材初雁衛材

初雁衛材

3

川越市

川越市川越市

川越市

38

初雁城跡

初雁城跡初雁城跡

初雁城跡

14

川越市

川越市川越市

川越市

14

初雁開発

初雁開発初雁開発

初雁開発

3

川越市

川越市川越市

川越市

39

初雁編物クッキング

初雁編物クッキング初雁編物クッキング

初雁編物クッキング

14

川越市

川越市川越市

川越市

15

初雁建設

初雁建設初雁建設

初雁建設

3

川越市

川越市川越市

川越市

40

初雁テニスクラブ

初雁テニスクラブ初雁テニスクラブ

初雁テニスクラブ

14

川越市

川越市川越市

川越市

16

初雁造園土木

初雁造園土木初雁造園土木

初雁造園土木

3

川越市

川越市川越市

川越市

41

初雁ドライブイン

初雁ドライブイン初雁ドライブイン

初雁ドライブイン

14

川越市

川越市川越市

川越市

17

初雁交通（株）

初雁交通（株）初雁交通（株）

初雁交通（株）

4

川越市

川越市川越市

川越市

42

初雁料理センター

初雁料理センター初雁料理センター

初雁料理センター

14

川越市

川越市川越市

川越市

18

初雁貨物

初雁貨物初雁貨物

初雁貨物

5

川越市

川越市川越市

川越市

43

川越初雁ライオンズクラブ

川越初雁ライオンズクラブ川越初雁ライオンズクラブ

川越初雁ライオンズクラブ

17

川越市

川越市川越市

川越市

19

亀屋本店

亀屋本店亀屋本店

亀屋本店（初雁焼、初雁糖、初雁あられ）

（初雁焼、初雁糖、初雁あられ）（初雁焼、初雁糖、初雁あられ）

（初雁焼、初雁糖、初雁あられ）

8

川越市

川越市川越市

川越市

44

雁見橋

雁見橋雁見橋

雁見橋 川越市

川越市川越市

川越市

20

初雁寿し

初雁寿し初雁寿し

初雁寿し

8

川越市

川越市川越市

川越市

45

初雁橋

初雁橋初雁橋

初雁橋 川越市

川越市川越市

川越市

21

初雁美容室

初雁美容室初雁美容室

初雁美容室

8

川越市

川越市川越市

川越市

46

はつかりの里

はつかりの里はつかりの里

はつかりの里 川越市

川越市川越市

川越市

22

初雁無線商会

初雁無線商会初雁無線商会

初雁無線商会

8

川越市

川越市川越市

川越市 ＜川越市以外＞

＜川越市以外＞＜川越市以外＞

＜川越市以外＞

23

㈲初雁不動産

㈲初雁不動産㈲初雁不動産

㈲初雁不動産

9

川越市

川越市川越市

川越市 （株）初雁工務店（ふじみ野市）

（株）初雁工務店（ふじみ野市）（株）初雁工務店（ふじみ野市）

（株）初雁工務店（ふじみ野市） ふじみ野市

ふじみ野市ふじみ野市

ふじみ野市

24

初雁電通システム

初雁電通システム初雁電通システム

初雁電通システム

11

川越市

川越市川越市

川越市 初雁木材（朝霞市）

初雁木材（朝霞市）初雁木材（朝霞市）

初雁木材（朝霞市） 朝霞市

朝霞市朝霞市

朝霞市

25

日本キリスト教団初雁教会

日本キリスト教団初雁教会日本キリスト教団初雁教会

日本キリスト教団初雁教会

12

川越市

川越市川越市

川越市

初雁歯科クリニック（新宿

初雁歯科クリニック（新宿初雁歯科クリニック（新宿

初雁歯科クリニック（新宿

1

丁目）

丁目）丁目）

丁目）

東京都

東京都東京都

東京都

八幡太郎（源義家）の山車
（野田五町）
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雁行の乱れで伏兵を知った

源義家（八幡太郎義家）

後三年合戦後三年合戦後三年合戦後三年合戦絵巻絵巻絵巻絵巻 （1087年）金沢の柵（秋田県横手市）付近

源義家軍が清原軍が籠る金沢柵へ行軍中に西沼の付近を通り

かかった。義家が馬を止め、上空を見上げると、整然と列をなし

て飛ぶ雁の群れが乱れ飛んでいた。それをみた義家は清原軍
の伏兵ありと察知し、これを殲滅した。

雁 行

野田五町の山車
（後三年の役の物語）

川越・寺山地区（昭和28年）

川越・大袋地区（昭和30年代） 川越・老袋地区（昭和41年）
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「日本から世界へ！「日本から世界へ！「日本から世界へ！「日本から世界へ！

田んぼ１０年プロジェクトがめざすもの田んぼ１０年プロジェクトがめざすもの田んぼ１０年プロジェクトがめざすもの田んぼ１０年プロジェクトがめざすもの
Rice-paddy Biodiversity Enhancement Decade

国連生物多様性の

国連生物多様性の国連生物多様性の

国連生物多様性の10年

年年

年

日本委員会・認定

日本委員会・認定日本委員会・認定

日本委員会・認定連携事業

連携事業連携事業

連携事業

愛知目標の達成をめざす、

愛知目標の達成をめざす、愛知目標の達成をめざす、

愛知目標の達成をめざす、

にじゅ

にじゅにじゅ

にじゅうまるプロジェクトにも参加

うまるプロジェクトにも参加うまるプロジェクトにも参加

うまるプロジェクトにも参加

• 田んぼが持つ生きものを育む力を引き出し、主流化を
めざす。

• 田んぼの生きものに関心を持つ人達を支援する受け
皿。

• 田んぼの生きもののために自分ができる目標を最低一
つ宣言し、実行。

• ラムネットJは、参加者に交流と情報共有の場を提供。

• 参加者の力を束ね、田んぼの生きものへの関心と、す
そ野を広げ、大きな潮流を作る。

• 2020年までの10年間に目標の達成をめざす、10年プロ
ジェクト。

田んぼ田んぼ田んぼ田んぼ10年プロジェクトとは？年プロジェクトとは？年プロジェクトとは？年プロジェクトとは？
（田んぼ（田んぼ（田んぼ（田んぼの生物多様性向上の生物多様性向上の生物多様性向上の生物多様性向上10年年年年プロジェクト）プロジェクト）プロジェクト）プロジェクト）

どのようにして生まれた運動どのようにして生まれた運動どのようにして生まれた運動どのようにして生まれた運動かかかか（１）（１）（１）（１）

• ラムサール条約COP10（韓国,2008）で、水田
決議（X.31. 湿地システムとしての水田の生物多様性向上）

が採択。
–日韓NGOが支援し両国政府が提案し、実現。

• 生物多様性条約COP10 （名古屋,2010）で、農
業生物多様性の決議（決定X/34）が採択。
– ラムネットJと日本政府が協働し、実現。

• 生きものの豊かさの損失に歯止めをかけるた
めに、2020年までに行う20の「愛知（生物多
様）目標」も採択。
–日本政府が提案し、実現。
–田んぼ10年は愛知目標の田んぼ版

どのようにして生まれた運動どのようにして生まれた運動どのようにして生まれた運動どのようにして生まれた運動かかかか(２２２２)

• 「「「「国連生物多様性の国連生物多様性の国連生物多様性の国連生物多様性の10 年年年年」」」」誕生。誕生。誕生。誕生。

– ラムネットJが発意し、CBD COP10 での議論を経て
国連総会で採択。

–国連生物多様性の10 年日本委員会（UNDBJ)(事
務局: 環境省）、

–愛知目標達成の市民運動「にじゅうまるプロジェク
ト」（事務局: 日本自然保護協会）も立ち上がる。

• ラムネットJは「田んぼ「田んぼ「田んぼ「田んぼ10年プロジェクト」年プロジェクト」年プロジェクト」年プロジェクト」を立ち

上げ、UNDBJの認定連携事業第1弾にも選ば

れ、その成果に大きな期待。

国連生物多様性の10年
(2011(2011(2011(2011----2020)2020)2020)2020)

田んぼ田んぼ田んぼ田んぼの生物多様性向上の生物多様性向上の生物多様性向上の生物多様性向上

10年プロジェクト年プロジェクト年プロジェクト年プロジェクト にじゅうまるプロジェクト

愛知目標
（世界との約束）

（生物多様性回復）
18の水田目標
の水田目標の水田目標

の水田目標 / 20の愛知目標
の愛知目標の愛知目標

の愛知目標全国全国全国全国 地域地域地域地域 集落・個人集落・個人集落・個人集落・個人

水田決議水田決議水田決議水田決議
（生物多様性向上）（生物多様性向上）（生物多様性向上）（生物多様性向上）
（（（（Ramsar COP10

＋＋＋＋ CBD COP10)

様々な分野の人々へ

様々な分野の人々へ様々な分野の人々へ

様々な分野の人々へ，

「田んぼ10年プロジェ
クト」計画への参加呼

参加呼参加呼

参加呼

びかけ

びかけびかけ

びかけ

田んぼの生物多様性

向上に関わる長期活

長期活長期活

長期活

動

動動

動を支援・主流化する

ための受け皿

受け皿受け皿

受け皿

〔○○

〔○○〔○○

〔○○田んぼ

田んぼ田んぼ

田んぼ〕

〕〕

〕の生物多様性向上

の生物多様性向上の生物多様性向上

の生物多様性向上10年プロジェクト
年プロジェクト年プロジェクト

年プロジェクト

〔○○

〔○○〔○○

〔○○田んぼ

田んぼ田んぼ

田んぼ〕

〕〕

〕の生物多様性向上

の生物多様性向上の生物多様性向上

の生物多様性向上10年プロジェクト
年プロジェクト年プロジェクト

年プロジェクト

〔○○

〔○○〔○○

〔○○田んぼ

田んぼ田んぼ

田んぼ〕

〕〕

〕の生物多様性向上

の生物多様性向上の生物多様性向上

の生物多様性向上10年プロジェクト
年プロジェクト年プロジェクト

年プロジェクト

田んぼ田んぼ田んぼ田んぼ10年の年の年の年の歩み歩み歩み歩み（１）（１）（１）（１）

• 「田んぼの生物多様性向上のための行動計画づくり
ワークショップ」開催（2012 年11 月）

• キックオフ・シンポジウムキックオフ・シンポジウムキックオフ・シンポジウムキックオフ・シンポジウム(2013年年年年2月、小山市）月、小山市）月、小山市）月、小山市）

• 「「「「田んぼ田んぼ田んぼ田んぼ10年プロジェクト・行動計画年プロジェクト・行動計画年プロジェクト・行動計画年プロジェクト・行動計画」」」」が完成し、
2020 年に向けて、日本全国での活動を開始。

• 20の愛知目標に対応した18の水田目標

• 参加者が持ち味を活かせる分野から実施可能な行
動を選び、その実践を宣言。

• 百人の一歩を束ね、裾野を広げるプロジェクト百人の一歩を束ね、裾野を広げるプロジェクト百人の一歩を束ね、裾野を広げるプロジェクト百人の一歩を束ね、裾野を広げるプロジェクト
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田んぼ田んぼ田んぼ田んぼ10年の歩み年の歩み年の歩み年の歩み（（（（ ２）２）２）２）

• 農業関係、市民、企業、研究者、自治体、生協など
多様な約150の個人、団体が参加（2016年6月現在）。

• 個人、団体に関わらず、自分ができる範囲で参加。

• 現場での一つひとつの取り組みが、国際社会がめ
ざす生物多様性の向上に貢献していることも実感で
きるような配慮。

田んぼの生物多様性向上10年プロジェクトとは
Rice-paddy Biodiversity Enhancement Decade

18の水田

の水田の水田

の水田目標

目標目標

目標

（愛知目標）

目標達成の

ための

66の個別

の個別の個別

の個別行動

行動行動

行動

登録・参加

登録・参加登録・参加

登録・参加

田んぼの生物多様性向上の活動全体を支援：
諸活動の実施と継続・関係者との交流・目標達成・田んぼの主流化

諸活動の実施と継続・関係者との交流・目標達成・田んぼの主流化諸活動の実施と継続・関係者との交流・目標達成・田んぼの主流化

諸活動の実施と継続・関係者との交流・目標達成・田んぼの主流化

具体

具体具体

具体事例集

事例集事例集

事例集

行動計画書

行動計画書行動計画書

行動計画書

地域交流会

地域交流会地域交流会

地域交流会

による支援

• 2012年11月23-24

ワークショップ （栃木県上三

川町：民間稲作研究所）

• 2013年2月9日

キックオフ・シンポジウム

（栃木県小山市）

• 2013年8月24日

第1回地域交流会

（宮城県登米市）

• 2014年2月8日

第2回地域交流会

（大分県杵築市）

• 2016年1月22-23日

第3回地域交流会

（滋賀県野洲市＆京都市）

• 2016年2月27-28日

第4回地域交流会

（大分県豊後大野市）

• 2016年7月8-9日

第5回地域交流会

（秋田県大潟村）

田んぼ田んぼ田んぼ田んぼ10年プロジェクト地域交流会の歩み年プロジェクト地域交流会の歩み年プロジェクト地域交流会の歩み年プロジェクト地域交流会の歩み
水田

水田水田

水田目標

目標目標

目標

内

内内

内 容

容容

容 Contents

該当

該当該当

該当する

するする

する

愛知

愛知愛知

愛知目標

目標目標

目標

水田目標１

水田目標１水田目標１

水田目標１

水田の生物多様性向上に関する広報

水田の生物多様性向上に関する広報水田の生物多様性向上に関する広報

水田の生物多様性向上に関する広報、

、、

、教育

教育教育

教育、

、、

、普及啓発を推進する

普及啓発を推進する普及啓発を推進する

普及啓発を推進する

愛知目標

愛知目標愛知目標

愛知目標1

水田目標2

国や地方自治体の各種計画に水田の生物多様性の価値を導入する

愛知目標2

水田目標3

水田の生物多様性保全を妨げる施策や補助金等を廃止し、または改革する

愛知目標3

水田目標4

水田の生物多様性を向上させる施策や補助金等を拡大する。

愛知目標3

水田目標

水田目標水田目標

水田目標5

あらゆるレベルの関係者が水田の生物多様性を向上させる行動を進める

あらゆるレベルの関係者が水田の生物多様性を向上させる行動を進めるあらゆるレベルの関係者が水田の生物多様性を向上させる行動を進める

あらゆるレベルの関係者が水田の生物多様性を向上させる行動を進める

愛知目標

愛知目標愛知目標

愛知目標4

水田目標6

生物多様性の保全に寄与している水田の損失速度をゼロに近づけ、水田の生物多様性の劣

化を防ぎ、水田間の分断を減少する

愛知目標5

水田目標

水田目標水田目標

水田目標7

水田の生物多様性が向上するよう農業が行われる地域を持続的に管理する

水田の生物多様性が向上するよう農業が行われる地域を持続的に管理する水田の生物多様性が向上するよう農業が行われる地域を持続的に管理する

水田の生物多様性が向上するよう農業が行われる地域を持続的に管理する

愛知目標

愛知目標愛知目標

愛知目標7

水田目標

水田目標水田目標

水田目標8

不適切な農薬や化学肥料等の使用による汚染から水田の生物多様性の損失を防止する

不適切な農薬や化学肥料等の使用による汚染から水田の生物多様性の損失を防止する不適切な農薬や化学肥料等の使用による汚染から水田の生物多様性の損失を防止する

不適切な農薬や化学肥料等の使用による汚染から水田の生物多様性の損失を防止する

愛知目標

愛知目標愛知目標

愛知目標8

水田目標9

侵略的外来種による水田生態系への影響を防止する

愛知目標9

水田目標10

水田を利用する野生動植物の遺伝子の交雑を防止する

愛知目標9

水田目標11

生物多様性の保全に寄与している水田を保護地域システムに組み入れる

愛知目標11

水田目標12

水田に生息する絶滅の恐れのある生物種の絶滅及び減少が防止され、減少している種が回

復する

愛知目標12

水田目標13

水田の良好な生態系が人の健康、生活、福利に貢献するよう、水田を活用する

愛知目標14

水田目標14

劣化した水田生態系の15％以上を回復する

愛知目標15

水田目標15

地方自治体が、生物多様性地域戦略を策定、または改定し、または環境基本計画などを改

定して、水田の生物多様性向上を実現する施策を実施する

愛知目標17

水田目標16

愛知目標が取り入れられた生物多様性国家戦略、地域戦略及び各々の行動計画が確実に

推進されるよう、進行管理を行う

愛知目標17

水田目標17

水田の生物多様性の現状や損失などの知識や確認方法を向上させ、各地で活用する。

愛知目標19

水田目標18

水田の生物多様性の向上策を実行する資金と人材等を確保する

愛知目標20

20の愛知（生物多様性）目標（＝世界との約束）と対応する18の水田目標

水田目標７－１

水田目標７－１水田目標７－１

水田目標７－１

水田の生物多様性を維持、

または向上する対策を行う

水田目標７：水田の生物多様性が向上するよう農業が

行われる地域を持続的に管理する

現場の活動を支援するガイドブック
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水田水田水田水田目標目標目標目標7ｰーーー1：：：：

水田の生物多様性を維持、または向上する対策を行う

現場で役立つ道具：現場で役立つ道具：現場で役立つ道具：現場で役立つ道具：

写真とわかり易い文章でメニューごとに説明写真とわかり易い文章でメニューごとに説明写真とわかり易い文章でメニューごとに説明写真とわかり易い文章でメニューごとに説明

（ふりがな）

氏名

※個人で登録す

る場合

（ふりがな）

団体名

団体名団体名

団体名

※

※※

※団体で登録す

団体で登録す団体で登録す

団体で登録す

る場合

る場合る場合

る場合

にほんがんをほごするかい

団体名：

団体名：団体名：

団体名： 日本雁を保護する会

日本雁を保護する会日本雁を保護する会

日本雁を保護する会

代表者名： 呉地正行

担当者名 呉地正行

登録者の分類

登録者の分類登録者の分類

登録者の分類

※該当するところに

○

農家 農業団体 土地改良関係団体 農地水組織 中山間地組織 学校 地方自治体

企業 事業者団体 消費者団体 市民団体 研究者 その他( ）

住所

〒989-5502 宮城県栗原市若柳川南南町１６

電話／ FAX T/F 0228-32-2004

メールアドレス son_goose@sky.plala.or.jp

ウエブサイト

個別行動番号

個別行動番号個別行動番号

個別行動番号

※複数も可

１－４、２－２、２－３、５－２、５－３、６－２、１１－１、１２－２、１２－３、１５－２、

１－４、２－２、２－３、５－２、５－３、６－２、１１－１、１２－２、１２－３、１５－２、１－４、２－２、２－３、５－２、５－３、６－２、１１－１、１２－２、１２－３、１５－２、

１－４、２－２、２－３、５－２、５－３、６－２、１１－１、１２－２、１２－３、１５－２、

行動内容の説明

行動内容の説明行動内容の説明

行動内容の説明

※個別番号が複数

ある場合も、それぞ

れの内容を、簡単に

記入してください。書

ききれない場合は、

別紙を追加してくだ

さい。

1-4：田んぼ10年プロジェクトを多くの団体、個人に働きかけ参加者を増やす

2-2,3：自然再生などの委員会などの場で水田生物多様性の視点を盛り込むよう働きかける

5-2,3：ガン類と共生した農法（ふゆみずたんぼなど）の更なる普及を行う。

6-2：ふゆみずたんぼなどが実施しやすい圃場構造の提案、具体化をめざす

11-1：ラムサール条約湿地（特にガン類生息地）の範囲を周辺水田への拡大の働きかけ

12-2,3：水田を利用する希少ガン類（シジュウカラガンガン、ハクガン、カリガネなど）の羽数回復

と生息地保全・復元のための実践と普及啓発活動

15-2：各自治体の生物多様性地域戦略に積極的に関わり、水田の生物多様性の視点を盛り込

むよう働きかける、

予定される活動範囲

１．全国展開

記載不要

２．都道府県

３．市町村

活動期限

１．無期限

２．活動期限限定 （ 年 月 まで）

上記内容を、国際自然保護連合日本委員会のにじゅうまるプロジェクトのホームページに掲載し

てもよろしいですか。( 数字に○をつけてください) 

１．はい ２．登録者名を 登録者の分類名に変えれば掲載可 ３．いいえ

e-mail：tambo10@ramnet-j.org

２０１３年 2 月 19 日

ラムサール・ネットワーク日本

ラムサール・ネットワーク日本ラムサール・ネットワーク日本

ラムサール・ネットワーク日本 宛

宛宛

宛

田んぼの生物多様性向上

田んぼの生物多様性向上田んぼの生物多様性向上

田んぼの生物多様性向上10 

10 10 

10 年プロジェクト参加登録書

年プロジェクト参加登録書年プロジェクト参加登録書

年プロジェクト参加登録書

田んぼの生物多様性向上10 年プロジェクト行動計画に賛同して同計画に基づいて活動す

ることを誓約した上で、田んぼの生物多様性向上10 年プロジェクト参加規定に同意し、参

加登録致します。

これまでの活動これまでの活動これまでの活動これまでの活動

• 啓発・普及・参加者増加をめざす地域交流会を5回、
全国大会を1回開催

• 有機農業にとって最強の雑草であるコナギが高い
栄養価を持つことに注目

– 抑草できずに「生えちゃった」コナギを収穫し、資源として
も利用。

– 「コナギを愛でて食べる会」の輪が広がる。

• ラムネットJが農水省、環境省、国交省に呼びかけ、
水田決議円卓会議準備会を定期開催（2009年以降
これまでに55回開催）

• 地方自治体の生物多様性地域戦略策定にも委員と
して関わり、「田んぼ10年」が盛り込まる。

日本のコナギもとてもおいしい 宮城の田んぼのコナギ膳宮城の田んぼのコナギ膳宮城の田んぼのコナギ膳宮城の田んぼのコナギ膳

東南アジア：おいしい野菜

（雑草ではなく資源）

日日日日 本：最強の水田雑草本：最強の水田雑草本：最強の水田雑草本：最強の水田雑草

コナギコナギコナギコナギ

コナギコナギコナギコナギの栄養価の栄養価の栄養価の栄養価
基本栄養素（上）
ビタミン・ミネラル(下）

栄養密度が最も高いと言われているクレソンより栄養価が高いとコナギ

栄養密度が最も高いと言われているクレソンより栄養価が高いとコナギ栄養密度が最も高いと言われているクレソンより栄養価が高いとコナギ

栄養密度が最も高いと言われているクレソンより栄養価が高いとコナギ

クレソン

クレソンクレソン

クレソンコナギ

コナギコナギ

コナギ

コナギの収穫
(2014.07.1２, 蕪栗沼・ふゆみずたんぼ）

コナギを愛でて食べる会

「除草」ではなく「収穫収穫収穫収穫」する
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コナギを食べる （その1）

イタリア・南仏風、コナギのフルコース
2014.08.27. 気仙沼市大谷幼稚園

①

①①

① コナギ・玄米ポタージュ

コナギ・玄米ポタージュコナギ・玄米ポタージュ

コナギ・玄米ポタージュ

② コナギのラタトゥイユ

（野菜煮込み）

③

③③

③ コナギとウニのカルボナーラ

コナギとウニのカルボナーラコナギとウニのカルボナーラ

コナギとウニのカルボナーラ

④コナギ入り卵白の白身焼き

⑤ コナギ・ドレッシングのトマトサラダ

②

③

④

コナギを食べる （その2）

洋風菓子と和風菓子

コナギケーキ

＆

コナギパイ
コナギ大福（潟工房謹製）コナギ大福（潟工房謹製）コナギ大福（潟工房謹製）コナギ大福（潟工房謹製）

視点を変えると資源になる

• 除草・駆除→収穫へ （気持ちを元気にする）

• マイナスを減らす→プラスを産み出す へ

• 害を産み出す生きもの（雑草や害鳥獣等）
– →自然資源（水辺の幸）

– →賢明に（持続可能に）利用する

–健全な命を頂き、人間も健全に生きる

宮城（大崎市）生まれ、秋田（大潟村）育ち

こなぎクッキー

宮城（大崎市）生まれ、秋田（大潟村）育ち

こなぎクッキー

ポスターセッションで試食できます

第1回コナギを愛でて食べる会 （2014年7月12日、蕪栗沼・周辺水田）

田んぼ田んぼ田んぼ田んぼ10101010年プロジェクト年プロジェクト年プロジェクト年プロジェクト【【【【Rice BED Project】】】】
2014-15年度の活動年度の活動年度の活動年度の活動

除草から収穫へ

コナギコナギコナギコナギを愛でて食べる会・各地で開催を愛でて食べる会・各地で開催を愛でて食べる会・各地で開催を愛でて食べる会・各地で開催

• 2014年

年年

年7月

月月

月12日（第

日（第日（第

日（第1回：蕪栗沼・周辺水田）

回：蕪栗沼・周辺水田）回：蕪栗沼・周辺水田）

回：蕪栗沼・周辺水田）

• 2014年8月27日（第2回：気仙沼・大谷）

• 2015年7月19日（第3回：蕪栗沼・周辺水田）

• 2015年8月20日（第4回：気仙沼市大谷）

• 2016年7月9日（第5回：大潟村、コナギの日宣

コナギの日宣コナギの日宣

コナギの日宣

言）

言）言）

言）

国国国国、地方自治体との協働、地方自治体との協働、地方自治体との協働、地方自治体との協働

• 2009年7月以降継続：水田決議円卓会議準備

会開催（2014-15年に16回/のべ55回開催：

RNJ、農水省、環境省、国交省）

• 2015年3月 登米市生物多様性地域戦略策定

に参画：田んぼ10年プロジェクト盛り込まれる。

• 2015年11月21-22日大崎市ラムサールフェス

ティバル（蕪栗沼ラムサール10周年）

• -2015年3月 宮城県生物多様性地域戦略作り

に参画
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2020年のゴールに向けて

• 登録活動数500件と、より多くの目標達成をめざす。

• 参加者の輪と活動のすそ野をさらに広げる。
• 田んぼ田んぼ田んぼ田んぼのののの生生生生きもの豊かさと関心を高め、きもの豊かさと関心を高め、きもの豊かさと関心を高め、きもの豊かさと関心を高め、主流化主流化主流化主流化する。する。する。する。

• 「国連生物多様性の10年」のリーディングプロジェク
トをめざす。

• 生物生物生物生物多様を基盤とした循環型多様を基盤とした循環型多様を基盤とした循環型多様を基盤とした循環型地域づくり地域づくり地域づくり地域づくりを支援。を支援。を支援。を支援。

• 国内での取り組みとともに、水田との関わりが深い、水田との関わりが深い、水田との関わりが深い、水田との関わりが深い、

アジア、アフリカ、アジア、アフリカ、アジア、アフリカ、アジア、アフリカ、中南米の国際的中南米の国際的中南米の国際的中南米の国際的な枠組み作りもな枠組み作りもな枠組み作りもな枠組み作りも
めざす。めざす。めざす。めざす。

なぜ田んぼ？

蕪栗沼、伊豆沼周辺での湿地環境の変化蕪栗沼、伊豆沼周辺での湿地環境の変化蕪栗沼、伊豆沼周辺での湿地環境の変化蕪栗沼、伊豆沼周辺での湿地環境の変化 ( 1914-2002).
（modified from Geographical  Survey Institute data ）

注; 河川・湖沼 ヨシ帯など

蕪栗沼

蕪栗沼蕪栗沼

蕪栗沼

伊豆沼

伊豆沼伊豆沼

伊豆沼

1914 2002

過去100年間で，全国の湿地の６１％が消失
（宮城,では湿地の92％前後が消失）

消えた自然湿地の多くが田んぼ（人工湿地）になった

消えた自然湿地の多くが田んぼ（人工湿地）になった消えた自然湿地の多くが田んぼ（人工湿地）になった

消えた自然湿地の多くが田んぼ（人工湿地）になった

ニホンアカガエル

ニホンアカガエルニホンアカガエル

ニホンアカガエルRana japonica

Rana japonicaRana japonica

Rana japonica

準絶滅危惧

準絶滅危惧準絶滅危惧

準絶滅危惧

メダカ Oryzias latipes 絶滅危惧
絶滅危惧絶滅危惧

絶滅危惧Ⅱ種

種種

種

チュウサギ

チュウサギチュウサギ

チュウサギ Egretta intermedia

Egretta intermediaEgretta intermedia

Egretta intermedia

希少種

希少種希少種

希少種

湿田を住みかにするする生きものが姿を消した湿田を住みかにするする生きものが姿を消した湿田を住みかにするする生きものが姿を消した湿田を住みかにするする生きものが姿を消した
・・・・トキも・・・・トキも・・・・トキも・・・・トキも コウノトリもコウノトリもコウノトリもコウノトリも ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

乾田化工事で失われてきた
田んぼの湿地機能

田んぼを活かす

• 田んぼの湿地としての機能を活かす
• 水と水辺の生き物の力を活かす

• 先人の知恵を活かした、古くて新しい
取り組み（温故知新）

• ローテク・ハイセンス
• 古い＝長持ち＝持続可能

no. of

no. ofno. of

no. of

spp.

spp.spp.

spp.

昆虫類　Insecta 1,726
クモ・ダニ類　Archnidae & 141
両棲類・爬虫類　

Amphibians & Reptiles 61
魚類　Fishes 143
貝類　Molluscs 73
甲殻類・輪虫類　

Crustaceans & Rotifers 317
線虫・ミミズ類　

Nematoda & Annelida 91
鳥類　Birds 189
ほ乳類　Mammals 50

原生生物・ラン藻類　Pro tista & Cyanobacteria 597

植物　Plants 2,075
ｳｲﾙｽ・細菌・糸状菌類　Virus & Bacteria & Fungi 205

TOTAL 5,668

Fauna and Flora in Rice Paddies

in Japan    (Keizi KIRITANI ed.,2010)

5,668

5,6685,668

5,668種の動植物の生息地

種の動植物の生息地種の動植物の生息地

種の動植物の生息地

田んぼの生き物調査結果田んぼの生き物調査結果田んぼの生き物調査結果田んぼの生き物調査結果
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夏期のサギ類の分布夏期のサギ類の分布夏期のサギ類の分布夏期のサギ類の分布
(Aug.12, 2006年

年年

年8月
月月

月12日
日日

日)

ふゆみずたんぼ

ふゆみずたんぼふゆみずたんぼ

ふゆみずたんぼ

休耕田

休耕田休耕田

休耕田

慣行田

慣行田慣行田

慣行田

ふゆみずたんぼと非ふゆみずたんぼの

ふゆみずたんぼと非ふゆみずたんぼのふゆみずたんぼと非ふゆみずたんぼの

ふゆみずたんぼと非ふゆみずたんぼの

夏期のサギ類の密度

夏期のサギ類の密度夏期のサギ類の密度

夏期のサギ類の密度

0

5

10

15

20

25

羽

数

/

h

a

羽

数

/

h

a

羽

数

/

h

a

羽

数

/

h

a

アオサギ

アオサギアオサギ

アオサギ 0.73 0.45 0.59 0.35 0.20 0.28 
アマサギ

アマサギアマサギ

アマサギ 6.50 1.98 4.24 0.78 0.77 0.77 
ダイサギ

ダイサギダイサギ

ダイサギ 5.85 8.16 7.01 2.19 1.62 1.91 
チュウサギ

チュウサギチュウサギ

チュウサギ 7.70 5.94 6.82 1.91 1.97 1.94 
コサギ

コサギコサギ

コサギ 0.58 0.20 0.39 0.39 0.14 0.27 

Total 21.35 16.73 19.04 5.63 4.70 5.16 

2005 2006
平均

平均平均

平均

2005 2006
平均

平均平均

平均

ふゆみずたんぼ

ふゆみずたんぼふゆみずたんぼ

ふゆみずたんぼ 非ふゆみずたんぼ

非ふゆみずたんぼ非ふゆみずたんぼ

非ふゆみずたんぼ

F

夏期のサギ類の夏期のサギ類の夏期のサギ類の夏期のサギ類の
分布・密度の違い分布・密度の違い分布・密度の違い分布・密度の違い

(蕪栗沼・周辺水田）蕪栗沼・周辺水田）蕪栗沼・周辺水田）蕪栗沼・周辺水田）
（

（（

（2005,2006年夏、

年夏、年夏、

年夏、 n=1,980)

蕪栗沼

蕪栗沼蕪栗沼

蕪栗沼

牧草地

牧草地牧草地

牧草地

その他

その他その他

その他

ふゆみずたんぼの多様な機能ふゆみずたんぼの多様な機能ふゆみずたんぼの多様な機能ふゆみずたんぼの多様な機能

0

5

10

15

20

25

Tr
ap

p
ed

 /2
0a

  

ふゆみず

ふゆみずふゆみず
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慣行慣行

慣行

ふゆみず

ふゆみずふゆみず

ふゆみず 1

ふゆみず

ふゆみずふゆみず

ふゆみず 2

慣行

慣行慣行

慣行. 1

慣行

慣行慣行

慣行. 2
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24000/m

2
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2

6/2 8/117/287/146/296/16 8/25

夏の夏の夏の夏のふゆみずたんぼとその他田んぼのふゆみずたんぼとその他田んぼのふゆみずたんぼとその他田んぼのふゆみずたんぼとその他田んぼの
ドジョウとイトミミズの密度ドジョウとイトミミズの密度ドジョウとイトミミズの密度ドジョウとイトミミズの密度

イトミミズイトミミズイトミミズイトミミズ Branchiura sowerbyiドジョウドジョウドジョウドジョウ Misgurnus anguillicaudatus

A B

ドジョウ(A) とイトミミズ(B) の密度が約5倍高い

夏のふゆみずたんぼ (modified from Hirai et al,2006 )

サギ ドジョウ イトミミズ ふゆみずたんぼ

イトミミズ

ユスリカ

徘徊性のクモ
（天敵）

造網性のクモ
（天敵）

カエル
(天敵）

ふゆみずたんぼ

慣行栽培 2000[万匹/10a]

100[万匹/10a]

20[匹/200株当]たり]

100[匹/100m当]

100[匹/200株当]たり]

ふゆみずたんぼ・不耕起栽培と慣行農法の水田の生物相の比較

ふゆみずたんぼの多様な機能ふゆみずたんぼの多様な機能ふゆみずたんぼの多様な機能ふゆみずたんぼの多様な機能

生物多様性が高まるふゆみずたんぼ
（2004.08.11伊豆沼二工区調査（岩渕）による）

ふゆ・みず・たんぼのふゆ・みず・たんぼのふゆ・みず・たんぼのふゆ・みず・たんぼの3つのつのつのつの側面側面側面側面
〔〔〔〔水辺の生物水辺の生物水辺の生物水辺の生物〕〕〕〕＝生息環境の回復＝生息環境の回復＝生息環境の回復＝生息環境の回復
� 生物多様性の向上：微生物から水鳥まで生物多様性の向上：微生物から水鳥まで生物多様性の向上：微生物から水鳥まで生物多様性の向上：微生物から水鳥まで

� ふゆみずたんぼのネットワークでガン類などの渡り経路ふゆみずたんぼのネットワークでガン類などの渡り経路ふゆみずたんぼのネットワークでガン類などの渡り経路ふゆみずたんぼのネットワークでガン類などの渡り経路
の復元の復元の復元の復元

〔〔〔〔農業農業農業農業〕〕〕〕＝新しい農法＝新しい農法＝新しい農法＝新しい農法=「ふゆみずたんぼ農法」
� 抑草効果抑草効果抑草効果抑草効果

� 害虫抑制効果害虫抑制効果害虫抑制効果害虫抑制効果

� 糞による施肥効果糞による施肥効果糞による施肥効果糞による施肥効果

� 稲ワラの分解稲ワラの分解稲ワラの分解稲ワラの分解

� IBM（生物多様性総合管理）のモデル（生物多様性総合管理）のモデル（生物多様性総合管理）のモデル（生物多様性総合管理）のモデル

〔〔〔〔 農業と自然との共生を可能にする取り組み農業と自然との共生を可能にする取り組み農業と自然との共生を可能にする取り組み農業と自然との共生を可能にする取り組み〕〕〕〕
� 持続可能持続可能持続可能持続可能

� 環境への負荷低減環境への負荷低減環境への負荷低減環境への負荷低減

資源としての資源としての資源としての資源としての
田んぼの生きもの田んぼの生きもの田んぼの生きもの田んぼの生きもの

・持続可能な農業を支える

農業資源（天敵など）農業資源（天敵など）農業資源（天敵など）農業資源（天敵など）

・地域循環型の利用が可能な

食料資源（おかず）食料資源（おかず）食料資源（おかず）食料資源（おかず）

・イネを育てる田んぼで育つ

教育資源（心を育む）教育資源（心を育む）教育資源（心を育む）教育資源（心を育む）

・複合生産力の再評価
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米

慣行栽培慣行栽培慣行栽培慣行栽培
水田水田水田水田

生物多様性生物多様性生物多様性生物多様性
水田水田水田水田

米 貝貝貝貝

昆虫昆虫昆虫昆虫水草水草水草水草

米

生物多様性と複合生産性

ごはんもとれる
おかずもとれる

＜＜＜＜

生物多様性の高さ＝複合生産性の高さ生物多様性の高さ＝複合生産性の高さ生物多様性の高さ＝複合生産性の高さ生物多様性の高さ＝複合生産性の高さ

米

魚魚魚魚

陂塘（溜池）稲田模型 中国雲南省出土（2世紀ころ）

カエル

ハス

魚

カモ？

タウナギカモ？ 魚

魚

ため池

田んぼ

水門水門水門水門
堤堤堤堤

約 40 ｃｍ

陶製陂塘稲田模型

陶製陂塘稲田模型陶製陂塘稲田模型

陶製陂塘稲田模型（

（（

（2世紀頃）
世紀頃）世紀頃）

世紀頃）

【

【【

【大理自治州博物館所蔵

大理自治州博物館所蔵大理自治州博物館所蔵

大理自治州博物館所蔵】

】】

】

・雲南省大理市大展屯号後

漢磚室墓から出土（2世紀頃）。

・上半分が魚・カエル・タウナ

ギ・蓮などが表現された陂塘

（溜池）で、下半分がアゼで区

切られた水田。

・仕切りとなる堤の中央に水

門が設けられてある。

・副葬品として、四川、広東、

雲南、広西、貴州の省区から

のみ出土。

当時の稲作の様子を知る上

当時の稲作の様子を知る上当時の稲作の様子を知る上

当時の稲作の様子を知る上

での最良の資料。

での最良の資料。での最良の資料。

での最良の資料。

（写真・文/渡辺武）
「稲が語る日本と中国, 佐藤洋一郎
(2003, 農文協）より」

� 地元関係者の合意に基づ地元関係者の合意に基づ地元関係者の合意に基づ地元関係者の合意に基づ
き、き、き、き、水田を広く含む初めて水田を広く含む初めて水田を広く含む初めて水田を広く含む初めて
ののののラムサール条約湿地ラムサール条約湿地ラムサール条約湿地ラムサール条約湿地

� ラムサールはラムサールはラムサールはラムサールは環境を活か環境を活か環境を活か環境を活か
した水田農業にした水田農業にした水田農業にした水田農業に役立つ道役立つ道役立つ道役立つ道
具となるという新しい考え具となるという新しい考え具となるという新しい考え具となるという新しい考え
方方方方

� 水田の湿地機能を積極的
に生かした地域づくり

� 環境に配慮して生産環境に配慮して生産環境に配慮して生産環境に配慮して生産されたされたされたされた
ふゆみずたんぼ米が、が、が、が、安安安安
全性全性全性全性と、と、と、と、生物多様性生物多様性生物多様性生物多様性の視の視の視の視
点から点から点から点から高く評価高く評価高く評価高く評価

「新らしい考え方」の「新らしい考え方」の「新らしい考え方」の「新らしい考え方」のラムサール条約湿地ラムサール条約湿地ラムサール条約湿地ラムサール条約湿地

蕪栗沼・周辺水田蕪栗沼・周辺水田蕪栗沼・周辺水田蕪栗沼・周辺水田の誕生の誕生の誕生の誕生 （2005年11月）

蕪栗沼蕪栗沼蕪栗沼蕪栗沼

150ha
周辺水田周辺水田周辺水田周辺水田

259ha

蕪栗沼・周辺水田蕪栗沼・周辺水田蕪栗沼・周辺水田蕪栗沼・周辺水田

ラムサールラムサールラムサールラムサールCOP10(2008)での、での、での、での、水田決議水田決議水田決議水田決議X.31（「湿地シス（「湿地シス（「湿地シス（「湿地シス

テムとしての水田の生物多様性の向上」）テムとしての水田の生物多様性の向上」）テムとしての水田の生物多様性の向上」）テムとしての水田の生物多様性の向上」）採択へ採択へ採択へ採択へ

2014年の世界湿地の日（２月２日：ラムサールの誕生日）

Ramsar HPで紹介された蕪栗沼とふゆみずたんぼ

なぜ田んぼなのかなぜ田んぼなのかなぜ田んぼなのかなぜ田んぼなのか?

（国際的な視点で（国際的な視点で（国際的な視点で（国際的な視点で ））））
� 世界
� 世界の人口の半分を支える主食

� アジアに多く、多様な稲の世界；浮稲から陸稲まで

� 持続可能な農地

� アジア、アフリカ、中南米に集中

� アジアアジアアジアアジア
� 世界の90%を生産
� アジア起源のアジアモンスーン気候に適応した湿地植物

� アジアの基層文化

� アフリカアフリカアフリカアフリカ
� 中西部で栽培面積拡大中

� 陸稲ではなく、天水で育つ新しいネリカ米の誕生（JICAの支援）

� 中南米中南米中南米中南米
� 大規模農業（南米）

� 水田ー牧草地輪作

ASIA

Viet Nam

Indonesia

Bangladesh
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AFRICA

Kenya Mwea

Tanzania

Neo Tropics

Brazil

Uruguay

世界の米の生産国の分布世界の米の生産国の分布世界の米の生産国の分布世界の米の生産国の分布
(1996,FAOSTAT)

Rice Growing

Ramsar Sites, 

Inside or

Outside

(data; the Ramsar Sites 

Database by WI)

INSIDE Rice Growing

OUTSIDE Rice Growing

75 sites

89 sites

270
215

904

141 142
76

8%8%8%8%

9%9%9%9%

1%1%1%1%

13%13%13%13%

2%2%2%2%

0%0%0%0% 0%

4%

8%

12%

16%

0

200

400

600

800

1000

All sites rice growing sites / ALL

Rice Growing Ramsar Sites
in each Reagon

一人当たりの米の消費量一人当たりの米の消費量一人当たりの米の消費量一人当たりの米の消費量 ベストベストベストベスト50国国国国*
*note：data=FAO STAT http//faostat.fao.org (2011)

順位

順位順位

順位

国

国国

国 名

名名

名 地

地地

地 域

域域

域

順位

順位順位

順位

国

国国

国 名

名名

名 地

地地

地 域

域域

域

順位

順位順位

順位

国

国国

国 名

名名

名 地

地地

地 域

域域

域

1
バングラディシュ

バングラディシュバングラディシュ

バングラディシュ アジア

アジアアジア

アジア

21
ブルネイ

ブルネイブルネイ

ブルネイ アジア

アジアアジア

アジア

41
ドミニカ

ドミニカドミニカ

ドミニカ 中南米

中南米中南米

中南米

2
ラオス

ラオスラオス

ラオス アジア

アジアアジア

アジア

22
インド

インドインド

インド アジア

アジアアジア

アジア

42
台湾

台湾台湾

台湾 アジア

アジアアジア

アジア

3
カンボジア

カンボジアカンボジア

カンボジア アジア

アジアアジア

アジア

23
セネガル

セネガルセネガル

セネガル

Africa 43
ハイチ

ハイチハイチ

ハイチ 中南米

中南米中南米

中南米

4
ベトナム

ベトナムベトナム

ベトナム アジア

アジアアジア

アジア

24
スリナム

スリナムスリナム

スリナム 中南米

中南米中南米

中南米

44
香港

香港香港

香港 アジア

アジアアジア

アジア

5
インドネシア

インドネシアインドネシア

インドネシア アジア

アジアアジア

アジア

25
ガンビア

ガンビアガンビア

ガンビア

Africa 45
フィジー

フィジーフィジー

フィジー 大洋州

大洋州大洋州

大洋州

6
ミャンマー

ミャンマーミャンマー

ミャンマー アジア

アジアアジア

アジア

26
東チモール

東チモール東チモール

東チモール アジア

アジアアジア

アジア

46
ドゥジボウト

ドゥジボウトドゥジボウト

ドゥジボウト

Africa
7
フィリピン

フィリピンフィリピン

フィリピン アジア

アジアアジア

アジア

27
クエート

クエートクエート

クエート アジア

アジアアジア

アジア

47
エクアドル

エクアドルエクアドル

エクアドル 中南米

中南米中南米

中南米

8
タイ

タイタイ

タイ アジア

アジアアジア

アジア

28
キューバ

キューバキューバ

キューバ 中南米

中南米中南米

中南米

48
ペルー

ペルーペルー

ペルー 中南米

中南米中南米

中南米

9
スリランカ

スリランカスリランカ

スリランカ アジア

アジアアジア

アジア

29
パナマ

パナマパナマ

パナマ 中南米

中南米中南米

中南米

49
ニカラグワ

ニカラグワニカラグワ

ニカラグワ 中南米

中南米中南米

中南米

10
マダガスカル

マダガスカルマダガスカル

マダガスカル アフリカ

アフリカアフリカ

アフリカ

30
コートジボアール

コートジボアールコートジボアール

コートジボアール

Africa 50
日本

日本日本

日本 アジア

アジアアジア

アジア

11
シエラレオネ

シエラレオネシエラレオネ

シエラレオネ アフリカ

アフリカアフリカ

アフリカ

31
キリバス

キリバスキリバス

キリバス 大洋州

大洋州大洋州

大洋州

12
ギニア

ギニアギニア

ギニア アフリカ

アフリカアフリカ

アフリカ

32
ミクロネシア

ミクロネシアミクロネシア

ミクロネシア 大洋州

大洋州大洋州

大洋州

13
ギニア

ギニアギニア

ギニア ビソウ

ビソウビソウ

ビソウ アフリカ

アフリカアフリカ

アフリカ

33
マリ

マリマリ

マリ

Africa
14
リベリア

リベリアリベリア

リベリア アフリカ

アフリカアフリカ

アフリカ

34
ソロモン諸島

ソロモン諸島ソロモン諸島

ソロモン諸島 大洋州

大洋州大洋州

大洋州

15
韓国

韓国韓国

韓国 アジア

アジアアジア

アジア

35
ベニン

ベニンベニン

ベニン

Africa
16
ネパール

ネパールネパール

ネパール アジア

アジアアジア

アジア

36
モウリシャス

モウリシャスモウリシャス

モウリシャス

Africa

17
中国

中国中国

中国 アジア

アジアアジア

アジア

37
マルディベス

マルディベスマルディベス

マルディベス アジア

アジアアジア

アジア

18
マレーシア

マレーシアマレーシア

マレーシア アジア

アジアアジア

アジア

38
アラブ首長国連邦

アラブ首長国連邦アラブ首長国連邦

アラブ首長国連邦 アジア

アジアアジア

アジア

19
ギヤナ

ギヤナギヤナ

ギヤナ 中南米

中南米中南米

中南米

39
カボベルデ

カボベルデカボベルデ

カボベルデ アフリカ

アフリカアフリカ

アフリカ

20
北朝鮮

北朝鮮北朝鮮

北朝鮮 アジア

アジアアジア

アジア

40
コスタリカ

コスタリカコスタリカ

コスタリカ 中南米

中南米中南米

中南米

アジア

アジアアジア

アジア, 

23

アフリ

アフリアフリ

アフリ

カ

カカ

カ, 13

中南米

中南米中南米

中南米, 

10

大洋州

大洋州大洋州

大洋州, 

4
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田んぼ田んぼ田んぼ田んぼ10101010年プロジェクト年プロジェクト年プロジェクト年プロジェクト【【【【Rice BED Project】】】】

（海外関連；（海外関連；（海外関連；（海外関連；2014-15））））

ラムサールCOP12 水田サイドイベント（2015年6月、プンタデルエステ、ウルグアイ：RNJ, 日本政府共催）

国際的なネットワークづくり国際的なネットワークづくり国際的なネットワークづくり国際的なネットワークづくり
• CBDCOP12：

：：

：2014年

年年

年10月

月月

月6-17日

日日

日（ピョンチャン、韓国

（ピョンチャン、韓国（ピョンチャン、韓国

（ピョンチャン、韓国）：ブース展示

）：ブース展示）：ブース展示

）：ブース展示/

英語版

英語版英語版

英語版行動計画作成

行動計画作成行動計画作成

行動計画作成リリース

リリースリリース

リリース

• ラムサール

ラムサールラムサール

ラムサールCOP12：

：：

：2015年

年年

年6月

月月

月1-9日

日日

日（プンタデルエステ，ウルグア

（プンタデルエステ，ウルグア（プンタデルエステ，ウルグア

（プンタデルエステ，ウルグア

イ

イイ

イ）：

）：）：

）： 水田サイドイベントを日本

水田サイドイベントを日本水田サイドイベントを日本

水田サイドイベントを日本政府と共催。

政府と共催。政府と共催。

政府と共催。# [1112] Follow-up of rice 

paddy resolution (X.31)：アジア、アフリカ、中南米の水田ネットワーク化

：アジア、アフリカ、中南米の水田ネットワーク化：アジア、アフリカ、中南米の水田ネットワーク化

：アジア、アフリカ、中南米の水田ネットワーク化

【【【【JICAとの協働との協働との協働との協働】】】】
• 2014年

年年

年6月

月月

月17日：「地域における湿地の生物多様性の保全と持続

日：「地域における湿地の生物多様性の保全と持続日：「地域における湿地の生物多様性の保全と持続

日：「地域における湿地の生物多様性の保全と持続

的利用」蕪栗沼研修

的利用」蕪栗沼研修的利用」蕪栗沼研修

的利用」蕪栗沼研修

• 2015年

年年

年1月

月月

月14日：ウガンダでの

日：ウガンダでの日：ウガンダでの

日：ウガンダでのRice BEDプロジェクト勉強会（

プロジェクト勉強会（プロジェクト勉強会（

プロジェクト勉強会（JICA本

本本

本

部＋ウガンダ（テレビ電話）

部＋ウガンダ（テレビ電話）部＋ウガンダ（テレビ電話）

部＋ウガンダ（テレビ電話）

• 2015年

年年

年2月

月月

月24-26日（コスタリカ

日（コスタリカ日（コスタリカ

日（コスタリカ）：

）：）：

）：JICA中南米湿地保全地域セミナー

中南米湿地保全地域セミナー中南米湿地保全地域セミナー

中南米湿地保全地域セミナー

「湿地における持続可能な生産」参加講演

「湿地における持続可能な生産」参加講演「湿地における持続可能な生産」参加講演

「湿地における持続可能な生産」参加講演

• 2016年

年年

年6月

月月

月6日

日日

日コスタリカ

コスタリカコスタリカ

コスタリカ国保護区管理官らの蕪栗沼、伊豆沼研修

国保護区管理官らの蕪栗沼、伊豆沼研修国保護区管理官らの蕪栗沼、伊豆沼研修

国保護区管理官らの蕪栗沼、伊豆沼研修

（

（（

（JICA「参加型生物多様性保全研修プログラム」の一環）：田んぼ

「参加型生物多様性保全研修プログラム」の一環）：田んぼ「参加型生物多様性保全研修プログラム」の一環）：田んぼ

「参加型生物多様性保全研修プログラム」の一環）：田んぼ10

年の国際ネットワークについても意見交換

年の国際ネットワークについても意見交換年の国際ネットワークについても意見交換

年の国際ネットワークについても意見交換

【【【【発行・刊行発行・刊行発行・刊行発行・刊行】】】】

Rice BED Access Guide刊行（

刊行（刊行（

刊行（2014 for CBD COP12）

））

）

Action  Plan for  Rice BED  Project  刊行

刊行刊行

刊行（

（（

（2014）

））

）

Follow –up to the Rice Paddy Resolution (Ramsar Res.X.31) –

Implementation Framework and RiceBED Project Case 

Studies刊行

刊行刊行

刊行 （

（（

（2015.06 for Ramsar Cop12）

））

）

Ramsar COP 12 Side Event

[1112] Follow-up of rice paddy resolution (X.31)
2015.06.08 Hotel Conrad, Punta del Este, Urgay

水田サイドイベント（ラムネット（ラムネット（ラムネット（ラムネットJ,日本政府主催）日本政府主催）日本政府主催）日本政府主催）

Ramsar sites Inside Rice growing

ウガンダ

Mr.Ronald KATO, 

Ministry of Agriculture, Animal 

Industry and Fisheries, The 

Republic of Uganda

韓国

Mr. Taesung KIM, , 

National Wetlands 

Center of Korea, 

MOEK

コロンビア

Mr. Deynner A. 

APONTE FONSECA, 

Agricultural Engineer

ふゆ

ふゆふゆ

ふゆみずタンゴ

みずタンゴみずタンゴ

みずタンゴ

Coordinator 

Mr. M.Kashiwagi
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Join us  in RiceBED Project
to cover 

Asia-Africa-Neotropics regions
http://www.ramnet-j.org/tambo10

/

Rice-paddy Biodiversity 

Enhancement Decade Project
ご清聴ありがとうございました

田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト
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